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第３学年 算数科改善学習指導案 
 

公開授業２ 

授業者 後藤 智津子 

１ 単元名  かけ算の筆算 （東京書籍３年上） 

 

２ 単元について 

（１）学習者について 

児童の多くは，算数の学習に意欲的に取り組み，進んで問題を解いている。しかし，答えが分かっても自信をもてず，

自分から発表することができない児童もいる。 

児童は，これまでに乗法九九などの基本的な計算を基にして九九の見直しを行っている。乗法の交換法則や乗数が１

ずつ増減するときの乗数と積の変化，１０の乗法，１０より少し大きい数の乗法についてアレイ図を用いて式に表す学

習をしてきている。また，０の乗法の意味や答えの求め方についても学習している。 

日常の学習活動では，積極的に図や式で自分の考えを説明しようとする様子がみられる。しかし，解決につながる適

切な図を表現できていなかったり，図を使って自分の考えを説明したりすることができない児童がみられる。また，答

えを出すだけで満足し，答えに至るまでの計算の仕方や説明を軽視する様子も感じられる。 

レディネステストでは，未習問題の正答率は，４０×６は８１.４％，２３×４は６２.４％であった。大半の児童が，

既習の九九や累加，分配法則の考えを活用し，答えを求めることができている。 

このことから，桁数が増えた場合のかけ算について，答えの求め方を説明させるとともに，図や式と結びつけて筆算

の仕方を理解させ，筆算で計算することのよさを児童に味わわせることが必要となる。 

（２）学習材について 

本単元では，数のまとまりに着目して既習の乗法九九などの基本的な計算を活用することを通し，２位数や３位数に

１位数をかける乗数の計算について理解し，その計算が確実にできるようにする資質能力を育てていく。また，３つの

数の乗法について身近な場面を取り上げ，１あたりの量の捉え方に注目し，乗法の結合法則を理解する。 

本学習材では，被乗数が何十，何百の乗法，すなわち，２０×３や３００×５などの計算は１０や１００を単位とし

て考えれば1位数どうしの乗法九九に帰着できることを理解し，そのことを活用して計算できるようにすることをねら

いとしている。これは，今後の小数や分数の計算でも活用する考え方であることから，ていねいに扱うようにする。ま

た，この計算を基にして，２位数〜３位数×1位数の計算を導入し，乗法の筆算形式とともに，その計算の原理や手順

についての理解を図り，乗法計算を確実にできることをねらいとしている。 

   本単元の分配法則を活用した計算の仕方の理解や筆算の計算技能は，被乗数や乗数の桁数が増えても類推して計算す

ることができる力として期待できる。また，第４学年の多数桁の除法の学習や第５学年の小数の乗法及び除法の考察に

生かされるものである。 

（３）指導に当たって 

本単元では，４つの段階をふんで学習を進める。第１小単元では，何十，何百×1位数について学習する。第２小単

元では，２位数×1位数の計算の考え方，筆算の仕方について学習する。２位数を位ごとに分けて既習の乗法に帰着さ

せて考えればよいことをアレイ図や模擬貨幣，数の構成から理解できるようにするとともに，筆算の仕方と結びつけて

考えられるようにしていく。第３小単元では，被乗数を３位数まで拡張する。また，具体的な場面を通して，結合法則

が成り立つことを理解する。第４小単元では，倍の計算について学習し，乗法を適用できるようにする。 

「つかむ」では，既習事項と比較し，本時の課題をつかむことができるようにする。また，既習事項を使えば，今日

の課題も解けそうだという見通しをもたせていく。 

交流の「きく・あらわす」は，２位数〜３位数×1位数の計算の導入，単元後半の結合法則，倍の計算の学習場面で，

本時の学習のポイントを「ひみつ」という言葉を用いて、「ひみつは何か」についてペアやグループによる交流をする

ことで，様々な考え方や新たな見方に気づくことができるようにする。単元の中で交流する場面を精選することで，計

算技能の定着にも重点をおくようにしていきたい。 

「いかす」では，計算練習の時間を充分に確保し，答え合わせをペアやグループで行わせ，誤答の原因を互いに考え

合ったり，教え合ったりしながら技能の定着が図られるようにしたい。 

 

３ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

   ２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算について理解し，その計算が確実にできるようにするとともに，それを

適切に用いる能力を伸ばす。 

 

 

 

単元を通して、計算技能だけでなく、必要性や意味を考

えさせることを続けたことが効果的であったため、挿入 
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（２）単元の評価規準 

観点 関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解 

概ね

満足

でき

る 

 ２〜３位数×１位数の筆

算の仕方について，乗法九

九などの基本的な計算を基

にできることのよさに気づ

き，学習に生かそうとして

いる。 

 ２〜３位数×１位数の筆

算について，数の構成や既

習の乗法計算を基に考え，

表現したりまとめたりする

ことができる。 

 ２〜３位数×１位数の乗

法の筆算の手順を基にし

て，計算が確実にできる。 

２〜３位数×１位数の乗法の

筆算の仕方について理解して

いる。 

乗法の結合法則を理解してい

る。 

 

４ 本単元に係る資質・能力の系統性 

１年 ２年 ３年 

１０より大きい数，大きい数 

・２ずつ，５ずつまとめて数えること 

・数の構成に基づく数の数え方 

かけ算（１） 

・かけ算の意味 

かけ算（２） 

・九九の完成 

・交換法則 

・九九表のきまり 

 

かけ算 

・分配法則の活用 

・変換法則の活用 

・a×□，□×a 

・０のかけ算 

かけ算の筆算（１）本単元 

・何十，何百×１位数の計算 

・２〜３位数×１位数の計算と筆算形 

 式 

・乗法の結合法則 

・倍の第一，二用法 

４年 ５年 ６年 

わり算の筆算（１） 

・「商」「積」の用語 

・除法の検算 

 

小数のかけ算 

・小数×小数の意味と計算 

・計算法則の小数への適用 

・小数倍(第１・第３用法) 

小数のわり算 

・小数÷小数の意味と計算 

・小数倍(第１・第３用法) 

分数と小数，整数の関係 

・分数倍(第１用法) 

分数のかけ算とわり算 

・分数×整数の計算 

・分数÷整数の計算 

分数のかけ算 

・分数×分数の意味と計算 

・積と被乗数との関係 

・計算法則の分数への適用 

分数のわり算 

・分数÷分数の意味と計算 

・３口の分数の乗除混合計算 

・分数・小数・整数の混合計算 

・分数倍(第１・第２・第３用法) 

 

 

５ 学習指導計画（全１５時間） 

小単元 時 内容 評価基準 

１，何十，何百のかけ算 １ ・何十×１位数の計算 ・何十，何百×1位数の計算の仕方を，数の

相対的な大きさや，既習の乗法九九の計算を

基にして考えようとしている。【関】 
２ ・何百×１位数の計算 

２，２けたの数に１けた 

  の数をかける計算 

３ 

 

・２位数×１位数（部分積が１桁）の計算の

仕方を考える。 

・２位数×１位数の筆算の仕方を，既習の乗

法九九などを基に，具体物や図，式を用いて

考え，説明している。【考】 

・２位数×１位数の筆算形式の書き方や手順

を理解している。【知】 

４ 

 

 

・２位数×１位数（部分積が１桁）の筆算に

よる計算 

 

５ 

 

・２位数×１位数（一の位の数との部分積が

２桁）の筆算 

・２位数×１位数（一の位の数との部分積が

２桁）の筆算ができる。【技】 

６ 

 

 

・２位数×１位数（十の位の数との部分積が

２桁，及び部分積がみな２桁）の筆算 

 

・２位数×１位数（十の位の数との部分積が

２桁，及び部分積がみな２桁）の筆算ができ

る。【技】                       
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７ ・２位数×１位数（部分積を加えた時に100

の位に繰り上がりあり）の筆算 

 

・２位数×１位数（部分積を加えたときに百

の位に繰り上がりあり）の筆算ができる。 

                 【技】 

３，３けたの数に１けた

の数をかける計算 

８ 

 

 

・３位数×１位数（部分積がみな１桁）の筆

算 

 

・３位数×１位数の筆算の仕方を，２位数×

１位数の筆算を基にして考えようとしてい

る。【関】 

９ 

 

・３位数×１位数（一，十の位の数との部分

積が２桁）の筆算 

・３位数×１位数（一，十の位の数との部分

積が２桁）の筆算ができる。【技】 

10 

 

 

・３位数×１位数（部分積がみな２桁，およ

び部分積を加えたときに繰り上がりあり）の

筆算 

・３位数×１位数（部分積がみな２桁，及び

部分積を加えたときに繰り上がりあり）の筆

算ができる。【技】 

11 ・乗法の結合法則（本時） ・乗法の結合法則を理解している。【知】 

４，倍の計算 12 ・倍の第２用法 

 

 

 

・数量の関係を，テープ図などを活用して工 

夫して考え，表現している。【考】 

・ある量の何倍かにあたる数を求めるときに

は乗法を使うことを理解している。【知】 

13 ・倍の第１用法 ・数量の関係を，テープ図を用いて工夫して 

考え，表現している。【考】 

・ある数が基にする大きさの何倍かを求め 

るには除法を用いることを理解している。 

                 【知】 

 

5，まとめ 14 

 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 

 

・学習内容を適用して，問題を解決すること 

ができる。【技】 

15 ・「しあげ」に取り組む。 ・基本的な学習内容を身につけている。【知】 

 

６ 本時の指導（１１／１５） 

（１）目標 ３つの数の乗法が１つの式に表せることを知り，乗法の結合法則について理解する。 

（２）展開 

展開 学習活動 学習内容 具体的な手立て 資料・評価 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 課題把握 

 （１）問題把握 

 

   

 

 

 

(２) 見通し 

  ・かけ算でできそう 

（２）課題提示 

   

 

２ 課題解決 

（１）代金を求める 

  ①自力解決 

   ア，１袋の代金から求める。 

    ・７５×５＝３７５ 

    ・３７５×２＝７５０ 

        答え ７５０円 

   イ，お菓子の数から求める。 

    ・５×２＝１０ 

    ・７５×１0×＝７５０ 

       答え ７５０円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・具体物とともに「代金はいくらですか」と提

示し，代金を求めるためにどんな情報が必要

か考えさせながら，問題文を提示し理解でき

るようにする。 

 

 

 

 

・本時は，問題の答えを見つけることではなく，

きまりを見つけることだと教師側から提示

し，本時のゴール像をイメージさせる。 

 

・まず、代金の求め方を考えさせる。 

・それぞれのやり方に名前をつけさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひみつまで見つけようと考える児童がおり、はっきり

と指示を出す必要があったため、また解放の違いをは

っきり意識させるためにネーミングさせる 

かけ算のひみつを見つけよう。 

つかむ 

 １個75円のおかしが，１箱に
５個ずつ入っています。 
 ２箱買うと，代金はいくらです
か。  
 
 
  
   つかむ 
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き 

く 

・ 

あ 

ら 

わ 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い 

か 

す 

 

 

 

②全体確認 

   ・１袋の代金から求めても， 

    お菓子の数から求めても， 

    答えは同じ。 

（２）１つの式に表す。 

  ・（７５×５）×２＝７５０ 

  ・７５×（５×２）＝７５０ 

 (３) ２つの式の相違点を考える。 

①ペア学習 

   《違うところ》 

    ・（）の位置 

    ・計算する順序 

 《同じところ》 

    ・数の順番 

    ・答え 

  ②全体交流 

３ まとめる 

 

 

 

 

４ 振り返り 

（１）きまりを活用して適用問題を解

く。  

（２）振り返る 

  ○今日の学習をふりかえりましょ

う。 

   ・納得したこと 

   ・新たに気付いたこと 

   ・次に生かしたいこと 

 

 

 

 

・３口の数

の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結合法則 

 

 

 

 

 

 

・計算の工

夫 

 

 

 

・式の意味を具体物や言葉の意味と照らし合わ 

せて確かめ，２つの解法の妥当性を確認す 

る。 

 

 

・先に計算する部分を表す記号（ ）を想起さ

せる。 

・（ ）に入る数字を児童に考えさせながら，１

つの式に表せることを伝える。 

 

 

・ペアで話し合い，相違点を全員が理解できる 

ようにする。（聴く，訊く） 

 

 

・他の簡単な３口のかけ算でも成り立つか確か

める。 

 

 

 

 

 

 

・きまりを使うと，暗算でできる事を確かめる。 

・３口の数の計算を通して，３口の数のきまり

のよさを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇３つの数

の乗法が１

つの式に表

せることを

知り，乗法の

結合法則に

ついて理解

する。【知】 

【ノート】 

 

 

７ 板書計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きく・あらわす 

いかす 

結合法則の

理解を問う

問題を学習

プリントに

て実施。答

え合わせを

する。 

《評価問題》 

 答えが同じになる式を線でつなぎましょう。 

①２０×３×２     ア、４０×２×３ 

②９６×(２×５)     イ、(９６)×２×５ 

③(４０×２)×６     ウ、２０×(３×２) 

エ、４０×２×６ 

オ、９６×２×５ 

 

解法の違いを意識させるため、ネーミ

ングと半具体物を位置付ける 

一箱分 

３つの数のかけ算は，はじめの２つを先に計算しても，後の２つ

を先に計算しても，答えは同じです。 

お菓子の数 

結合法則の理解を確かめる適用問題 


